
 

令和４年５月２５日 

政策経営部政策企画課 

 

 

 

次期基本計画検討の進め方について 

 

 

 

１．主旨 

平成２６年度からの世田谷区基本計画について、令和５年度で最終年度を迎える。 

令和６年度を初年度とする新たな基本計画の策定に向け、今後の検討の進め方を整理

したため、報告する。 

 

 

２．次期基本計画検討の進め方 

  別紙のとおり検討を進めていく。 

 

 

３．今後のスケジュール（予定） 

令和４年６月～    区民検討会議委員の募集 

７月～    企画総務常任委員会報告（基本計画検討状況） 

７月２３日  第１回区民検討会議 

８月 ６日  第２回区民検討会議 

８月２０日  第３回区民検討会議 

      ９月     基本計画審議会（諮問） 

      ９月～    企画総務常任委員会報告（審議会検討状況） 

令和５年３月     基本計画審議会（答申） 

     ５月     ５常任委員会報告（基本計画（骨子案）） 

     ９月     ５常任委員会報告（基本計画（素案）） 

            パブリックコメント 

令和６年２月     ５常任委員会報告（基本計画（案）） 

 

1



次期基本計画検討の進め方について

令和４年５月

政策経営部政策企画課

別 紙
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平成２６年度からの世田谷区基本計画について、令和５年度で最終年度を迎
える。区制100周年を見据えた区の最上位の行政計画として、令和６年度を初
年度とする新たな基本計画を策定するため、以下のとおり検討を進めていく。

【主 旨】

【検討体制】

区民検討会議、基本計画審議会、ステークホルダー意見集約、議会での議論
等を踏まえ、検討を進めていく。

次期基本計画検討の進め方

区民検討会議ステークホルダー意見集約

議 会

情報共有

無作為公募 ＋団体
区民 事業者

他の審議会

区

議論

答申諮問

基本計画審議会
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3

基本計画と実施計画の関係性をより明確化し、取組みの評価等も一体的に行っていくこ
とで、区民にわかりやすい計画とするとともに、区の最上位計画である基本計画に基づく
計画行政を着実に実行していくため、基本計画と実施計画を一体化する。
また、現在の１０年（４年-４年-２年）の計画期間を、１０年後を見据えた８年（４年-

４年）の計画とし、基本計画についても、中間年での見直しを図ることで、機動的・実践
的な計画とするとともに、社会状況の変化などを一層反映できる計画とする。

【計画策定の考え方】

次期基本計画検討の進め方

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

未来つながるプラン
（令和４年度～）

【２年】

次期基本計画（令和６年度～令和13年度）【８年】

※基本計画と実施計画の一体化を図る。

前期４年 後期４年中間
見直し

基本構想（平成25年９月～）【20年】

現基本計画
（平成26年度～）

【10年】
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区民検討会議

公募及び無作為抽出により、年代や地域バランスを考慮して選出した区民３０人程度
により、ワークショップ形式による議論を３回にわたって実施し、意見を取りまとめ、
その結果を審議会での議論へ反映する。時代に即した区民参加の手法をワークショップ
のテーマとするなど、今後の区民参加のあり方などについて議論を行う。

【概 要】

【区民検討会議の構成案】

構 成 人 数 委員の選出方法

公募委員 ５人程度
６月１日号の区のおしらせ及び区ホームページにおいて
委員を募集し、作文等による選考を行った上で、委員を
決定する。

無作為抽出委員 ２５人程度

１８歳～７９歳の区民の方を対象に、候補者を無作為で
460人抽出する。候補者へ６月中に案内文を送付し、参
加の協力が得られた方を委員として決定する。なお、参
加希望者が大幅に予定数を上回った場合は、年代や地域
バランスを考慮した上で、抽選により委員を決定する。
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区民検討会議

＜日 時＞

・第１回区民検討会議 令和４年７月２３日（土）
１４時～１７時

・第２回区民検討会議 令和４年８月６日（土）
１４時～１７時

・第３回区民検討会議 令和４年８月２０日（土）
１４時～１７時

＜会 場＞

・世田谷区立教育総合センター２階
研修室２・３・４

【会議開催予定日時・会場】
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区民検討会議

・リアルとデジタルの融合による会議開催に向け、参加方法については、オンラインとオフライ
ンの双方による参加を可能とする。会議の運営については、オンラインとオフラインの参加者
の状況を踏まえながら、より効率的な運営となるよう柔軟に対応する。

・より多くの区民参加機会を確保するため、傍聴に加え、後日録画映像を公開し、区民意見を収
集する。

【会議運営上の工夫】

【会議運営イメージ】

※区民検討会議の代表５名を基本計画審議会の委員に選出するとともに、その他の委員と会議終了後もデジタル技術
を活用した継続的な意見交換を実施する。

デジタル

情報共有

Group1

Group2

Group3

事務局

融合

情報共有

リアル

傍聴者傍聴者

Group3

Group2

Group1
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基本計画審議会

区の諮問（基本計画の基本的方向を調査、審議すること）に基づき、区が目指す将来
像等について審議するほか、それを実現するための施策の考え方などについて議論する。
最終的には、基本計画大綱（基本計画の策定にあたり、その基本的な考え方、目指す将
来像、施策の方向性等を盛り込んだもの）を区に答申する。

【役 割】

区制100周年までの今後１０年間の区政を見据え、次期基本計画においてより大きな
変化が求められる各分野に精通した有識者や、区民検討会議の代表メンバーで構成し、
様々な立場から横断的な議論を展開する。また、区としての目指す姿や課題を分野横断
的に議論することで、新たな施策展開を促すため、審議会本体での議論を基本とする。
審議会での議論は、全８回を予定している。

【構 成】

・分野横断的な視点から議論を進めるため、専門的な部分から区民ニーズ等に至るまで、
幅広い内容をトータル的に議論できる者から委員を選任する。

・既存の各分野別計画・方針等との整合性も考慮し、委員を選任する。
・学識経験者に限らず、民間人材からも幅広く委員を選任する。

【委員選任の考え方】
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基本計画審議会

【委員構成案】

構 成 人 数 計

区民検討会議代表 ５人
１５人

有識者 １０人

分 野

地方自治・コミュニティ

防 災・危機管理

多様性・多文化共生

文化・芸術・スポーツ

環境・気候危機

産 業

福 祉

子ども

街づくり

教 育

Ｄ Ｘ

【分野構成案】

9



ステークホルダー意見集約及びその他の取組み

（１）区と関わりのある団体や区民、事業者など、様々なステークホルダーから意見聴取
を行う。

（２）区のホームページ等を活用して検討経過を公表するとともに、パブリックコメント
等を実施し、区民意見を踏まえて計画の検討を進めていく。

（３）デジタル技術を活用した新たな参加と協働についての調査・研究を進め、より広範
で多様な区民参加を促し、デジタル・デモクラシーの深化を図る。

（４）今後基本計画に基づく取組みの実務を担う区の若手職員の計画策定への主体的な参
画を図る。（せたがや版データアカデミーの開催）
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令和４年度

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

議 会

審議会

区民検討会議

その他

第２回

定例会

●5/25常任委員会

・検討の進め方

●7月常任委員会
・検討状況報告

●9月常任委員会

・検討状況報告

審議会の検討状況を適宜報告

第３回定例会
第４回

定例会
第１回定例会

●第１回
審議会

審議会有識者調整

審議会諮問 審議会答申

●第８回
審議会

●第７回
審議会●第２回

審議会
●第３回
審議会

●第４回
審議会

●第５回
審議会

●第６回
審議会

審議会の議論

●6/１委員公募

（区のおしらせ）

●7/23第１回区民検討会議

●8/6第２回区民検討会議

●8/20第３回区民検討会議

区民ワークショップ委員調整

●区民意識調査

●区政モニターアンケート

ステークホルダー
意見聴取

将来
人口
推計

次期基本計画検討スケジュール（案）

デジタル技術を活用した継続的な意見交換の実施

せたがや版データアカデミーの開催
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令和５年度

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

議 会

審議会

区民検討会議

その他

第２回

定例会
第３回定例会

第４回

定例会
第１回定例会

●区民意識調査

●区政モニターアンケート

将来
人口
推計

次期基本計画検討スケジュール（案）

●5月常任委員会

・基本計画（骨子案）

●9月常任委員会

・基本計画（素案）

●2月常任委員会

・基本計画（案）

パブリック
コメント

デジタル技術を活用した新たな区民参加の取組み
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